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  令和４年度筑波技術大学基金事業報告書 

 

 

Ⅰ 教育研究活動支援事業（教育研究活動支援基金） 

  教育・研究活動支援、課外教育活動支援、社会貢献活動支援、就職活動支援、学生表彰、外国の

大学等との教育交流及び本学受入留学への支援等を行うため、次の事業を実施した。 

 

１ 学生の教育研究活動等への支援 

（１）教育・研究活動への支援 

 臨床実習助成金の支給 

保健科学部保健学科理学療法学専攻の学生を対象に、「臨床実習１～４」の単位を取得した

学生に対し、実習経費の一部を助成。 

＜支援人数＞ ８名 

 教育実習助成金の支給 

各学部の３、４年次を対象に、「教育実習Ⅰ」の単位を取得した学生に対し、実習経費の一部

を助成。          

＜支援人数＞ ５名 

 

（２）就職活動支援 

 就職模擬試験等受験事業 

就職試験に備え、学生の能力・適正性・到達度を客観的に把握するとともに，学生自身の

意識を向上させるため、民間事業者による一般常識・性格検査、国家資格模擬試験等を実

施。 

〈支 援 額〉模擬試験受験料等 計 653,470 円 

〈内訳〉 

 天久保キャンパス ＜支援人数＞ のべ 40 名 

（SPI 模試、公務員試験対策模試、日本語検定試験、履歴書添削料） 

 春日キャンパス ＜支援人数＞ のべ 84 名、11 件 

（理教連模擬試験問題（あん摩、はり・きゅう）、三輪模試、医歯薬模試、アイペック模試、

宅ドリル便 for PT(国試問題作成ソフト)年間利用料、国試対策オンラインドリルリハド

リル、WEB テスト対策模試Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ） 

 

（５）学生表彰 

 「双峰賞」の表彰及び副賞の授与 

学業やスポーツ活動等が特に優れていると認められる学生を表彰し、副賞を授与。 

＜支援人数＞ 産業技術学部２名、保健科学部１名 

 「学長賞」受賞学生に対する副賞の授与 

双峰賞受賞学生が所属する学科・専攻以外から選出される学長賞受賞学生に副賞を授与。 

＜支援人数＞ 産業技術学部１名、保健科学部２名 

２ 外国の大学等との教育交流及び本学の留学生への支援 

   今年度実施せず。 
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３ その他基金の目的達成に必要と認められる支援 

【新型コロナ関連による緊急支援】 

 学生用非常食購入費の助成 

 透明マスク購入費の助成  300 枚 

 帰省推奨に伴う学生寄宿舎共益費相当の支援  産業技術学部 60 名、保健科学部 30 名 

 物価高に対する経済対策支援金（JASSO 緊急支援金と併せて支給） 321 名 

 

 

Ⅱ 修学支援事業（修学支援基金） 

 １ 海外への留学に係る費用の支援 

（１）海外派遣学生への支援 

① 学生海外派遣事業の参加学生に対する助成金の支給 

② 長期留学生に対する助成金の支給 

   今年度実施せず。 

 

以上 


